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１． 研究計画の概要 
国内養豚生産農場における繁殖雌豚の蹄の
外傷の詳細の実態と淘汰、生存と長期生存性、
そのリスク因子を明らかにする。農家で蹄の
外傷について調べる。協力農場から生産デー
タを収集し分析する。 
 
２．研究の進捗状況 
当初の予定通り進んでいる。生産農場を1チー

ム10人で訪問し、１頭の豚につき、4本の脚と

2つの蹄の7か所の計56か所を仔細に観察した

。また日本の農場100戸と米国30戸の農場から

繁殖成績や淘汰記録を収集し分析した。主な

結果は以下である。 

 約1％の母豚の蹄に大きな外傷があるこ

とが分かった。生産者が知らない場合が

ほとんどであり、現在は改善された。 

 産次があがるほど外傷はふえた。しかし

繁殖成績には問題はなかった。 

 外傷の多い少ないと豚の生存確率に差は

なかった。日本の農場における蹄の外傷

問題はそれほど大きくないかもしれない

。 

 妊娠豚はスノコ床で飼育されていて、間

隙方向が横スノコ床より縦スノコの床で

飼育されている雌豚に蹄の外傷が少なか

ったことから、縦スノコ床が勧められる

。 

 国内養豚場では安楽死を実施する農場が

少ないことを指摘した。今後は増えてく

るものと思われる。 

 米国由来の雌豚を使用している農場は、

国内育種の雌豚を使用している農場に比

して、中・高産次で、四肢障害のされる

リスクが高い。 

 農場で四肢がよくないとみられる母豚も

、生存率は、正常とみられたものと変化

していなかった。 

 母豚の犬座姿勢は、生涯成績と全く関係

なかった。 

 唾液コルチゾールは、常同行動をよくす

る豚とそうでない豚間で差はなかった。 

 日本の農場では、母豚の淘汰までの間隔

が長いこと、淘汰を決定するまでの時間

がかかりすぎていることを示唆した。 

以上の結果は、日本の生産者への技術指導に

有用である。 
 
３．現在までの達成度 
計画以上の達成度で成果を上げていて、非常
によくできている。 
 
 （理由）辛抱し努力しているから。 
 
４．今後の研究の推進方策 
計画にのっとって行う 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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